
 

 

 

 

 

                                                

                                                

                                                

                                                

 

 

 
 

 

 

 

 

なごみ苑だより    

令和 3 年 秋 号   第３６8 号 

 

社会福祉法人周山会 老人保健施設なごみ苑 

滑川市野町 1686  TEL475-8888 

ホームページ http://www.nagomien.or.jp/ 

おしらせ 
立山に初冠雪を迎え日ごとに寒くなって

きています。厚手の衣類の準備をお願い

します。また、冬は乾燥しやすいうえ、エ

アコンの使用でさらに皮膚が乾燥しま

す。保湿剤を準備して頂きますようよろし

くお願いします。 

今年も去年に引き続き、コロナ禍ではありますが各階ごとに「敬老会」「なごみ苑祭り」を開催しました。苑全体で「富

山の四季」をテーマに作品を展示し「韓国へようこそ」「抹茶コーナー」「パンケーキ」「ゲームコーナー」を各フロアで開

きました。職員のダンスもあり、苑内は大盛り上がり。時間短縮ではありましたが皆さんで楽しいひと時を過ごすこと

が出来ました。 

新人紹介     写真左から順に 

・酒井健人さん(2東 介護) 笑顔を絶やさず一生懸命頑張ります。 

・寺本直美さん(3東 看護) 一生懸命頑張ります。 

・松島知佐さん(3東 介護) 初心を忘れず日々努力していきます。 

・織田一尋さん(3東 介護) 楽しい時間を一緒に作っていきましょう。 

にやりホッと…利用者さんのふとした発言や行動が 

職員にとってにっこり微笑ましく感じるシーンの事。 

ここでほんの一例をご紹介いたします。 

 

 

 

 
・Sさん：職員がご飯を食べようとすると「あんた隣に座りなさい」と椅

子を引いて下さる。「食事足りる？」と自分の分を分けようとして下さ

る。 

・I さん：七夕の願い事に「母にいつも迷惑をかけてきたので、感謝

の気持ちを書きました」と言われる。 

・I さん：移乗時「よく出来ました」と笑顔で職員の背中をポンポンと

叩かれる。 

・Y さん：タコ飯を赤飯と勘違いされ、「お誕生日のお祝いありがとう」

と涙ぐまれる。 

いかかでしたか？ 私たち職員は利用者さんとの関わりの中で日々

「にやりホッと」を感じさせていただいています。コロナ禍で家族と会

えない状況が続いていますが、なごみ苑では、たくさんの笑顔の中

明るく楽しい生活を送っていただきたいと思っています。 

 

 

職員で「サザエさんダ

ンス」踊りました♪ 

2東の作品 

「富山の名産・カニ」 

2南 魚釣りゲーム

♪ 

3東の作品 

「故郷」 

 

 

新川古代神踊りました！ 

３南 お抹茶コーナー 

おいしかったです！ 

各フロアお手製 

けんちん汁出来ました♪ 


